
(57)【要約】

【課題】脈動電流を発生させて安全に使用することがで

き、身体の正常でない部位を探し、当該正常でない部位

の電位差の調節により細胞組織を正常に再生させて各種

疾病を治療および／または予防して、人間の健康増進に

寄与する人体電位調節電気治療器の提供。

【解決手段】出力部８０にそれぞれの出力端毎に別個に

設置された変圧器と独立した整流回路が備えられて独立

した出力信号がそれぞれの単極に出力され、パルス発生

部７０に備えられたパルス発生端と出力部８０が並列に

多数個連結されて多数個の極を同時に選択できることを

特徴としている。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
常 用 交 流 電 源 を ブ リ ッ ジ 整 流 し て 所 定 の 直 流 電 源 を 各 回 路 部 に 供 給 す る 電 源 部 （ １ ０ ） と
、 全 体 動 作 を 制 御 す る た め の Ｃ Ｐ Ｕ （ ２ ０ ） と 、 設 定 さ れ た 作 動 が 表 示 さ れ る 表 示 部 （ ３
０ ） と 、 制 御 信 号 が 入 力 さ れ る 制 御 部 （ ４ ０ ） と 、 機 器 の 動 作 開 始 時 お よ び 動 作 終 了 時 と
制 御 信 号 が 入 力 さ れ る と き に 音 を 発 す る ブ ザ ー 部 （ ５ ０ ） と 、 出 力 の 強 さ が 調 節 さ れ る 出
力 調 節 部 （ ６ ０ ） と 、 パ ル ス 発 生 周 波 数 が 調 節 さ れ て 所 定 の 発 振 周 波 信 号 が 出 力 部 に 入 力
さ れ る パ ル ス 発 生 部 （ ７ ０ ） と 、 多 数 個 の 出 力 端 を 有 す る 出 力 部 （ ８ ０ ） と を 備 え 、
前 記 出 力 部 （ ８ ０ ） に そ れ ぞ れ の 出 力 端 毎 に 別 個 に 設 置 さ れ た 変 圧 器 （ Ｔ １ 、 Ｔ ２ ） と 独
立 し た 整 流 回 路 （ ８ １ 、 ８ ２ ） が 備 え ら れ て 独 立 し た 出 力 信 号 が そ れ ぞ れ の 単 極 に 出 力 さ
れ 、
前 記 パ ル ス 発 生 部 （ ７ ０ ） に 備 え ら れ た パ ル ス 発 生 端 （ ７ １ 、 ７ ２ ） と 前 記 出 力 部 （ ８ ０
） が 並 列 に 多 数 個 連 結 さ れ て 多 数 個 の 極 を 同 時 に 選 択 で き る
こ と を 特 徴 と す る 人 体 電 位 調 節 電 気 治 療 器 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 整 流 回 路 が 全 波 整 流 回 路 （ ８ ３ ） ま た は 半 波 整 流 回 路 （ ８ １ 、 ８ ２ ） で あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 人 体 電 位 調 節 電 気 治 療 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 電 気 治 療 器 に 関 す る 。 さ ら に 詳 し く は 、 陽 極 （ ＋ ） と 陰 極 （ － ） ま た は 多 極 （ ＋
、 － 、 ＋ 、 － 、 ＋ ） を 同 時 に 発 生 さ せ る こ と が で き る 人 体 電 位 調 節 電 気 時 療 器 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 お よ び 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
人 体 病 変 部 位 に は 代 謝 産 物 と し て 生 じ た 不 完 全 状 態 の 陽 イ オ ン と 陰 イ オ ン が あ る が 、 陽 イ
オ ン は 陽 イ オ ン 同 士 集 結 増 大 し 、 陰 イ オ ン は 陰 イ オ ン 同 士 集 結 増 大 す る 。 こ れ ら が 正 常 な
血 流 を 妨 げ て 、 停 滞 し て 作 用 を 失 い 害 に な る 血 、 す な わ ち 悪 血 （ ｅ ｘ ｔ ｒ ａ ｖ ａ ｓ ａ ｔ ｅ
ｄ 　 ｂ ｌ ｏ ｏ ｄ ） と 鬱 血 の 原 因 に な り 、 栄 養 物 質 と 酸 素 供 給 な ど を 円 滑 に で き な く し て 毛
細 血 管 と 神 経 組 織 を 圧 迫 す る 。 こ の よ う な 病 変 部 位 は 病 菌 の 棲 息 箇 所 に な っ て あ ら ゆ る 病
気 の 根 源 に な る 。 細 胞 膜 内 と 外 に も 陰 イ オ ン と 陽 イ オ ン が 過 多 に 積 も る と 電 位 差 が 高 く な
り 緊 張 度 か 高 ま っ て 疾 病 の 原 因 に な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
前 記 の 不 完 全 な 状 態 の イ オ ン ら が 同 じ 極 性 同 士 集 結 す る 理 由 は 、 そ れ ら 自 体 が 必 要 と す る
状 態 、 す な わ ち 、 陰 イ オ ン や 陽 イ オ ン を 得 る こ と が で き な か っ た た め で あ る 。 こ れ は 自 己
の 相 対 す る 極 性 を 得 る 前 に は そ れ 自 体 が 不 完 全 で あ る た め 、 同 じ 極 性 同 士 集 結 し て 増 大 し
、 自 己 の 相 対 極 性 を 得 た 後 に は 同 じ 極 性 同 士 は 押 し 出 す 物 理 化 学 作 用 の 法 則 が あ る た め で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
従 来 の 低 周 波 治 療 器 は 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ な ど か ら な る 制 御 回 路 を 備 え 、 こ の 制 御 回
路 に 入 力 部 に よ り 入 力 さ れ る デ ー タ （ 例 え ば 、 施 療 方 法 な ど に 関 す る デ ー タ ） に 基 づ い て
制 御 回 路 が 低 周 波 供 給 部 を 制 御 し て 、 施 療 部 位 に 装 着 さ れ た 各 電 極 部 に 低 周 波 パ ル ス 電 流
を 流 し 、 こ れ に よ り 例 え ば 揉 み 、 叩 き な ど と い っ た 各 種 の 施 療 方 法 に 類 似 し た 刺 激 を 施 療
部 位 に 与 え て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 生 体 外 被 に 貼 付 す る た め の 従 来 の 電 極 は 、 導 電 性 を 有 す る 線 材 を 折 り 曲 げ る こ と に
よ っ て 、 平 面 ま た は 曲 面 に 適 用 す る よ う に 形 成 さ れ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 従 来 の イ オ ン 浸 透 装 置 は 、 患 者 に 投 与 す べ き 活 性 成 分 が 充 填 さ れ た 容 器 を 備 え 、 患
者 の 皮 膚 の 第 １ の 領 域 と 接 触 し て 配 置 さ れ 、 該 活 性 成 分 が 充 填 さ れ た 容 器 に 接 触 し た 第 １
の 電 極 と 、 前 記 第 １ の 領 域 か ら 分 離 さ れ て い る 第 ２ の 電 極 と の 間 で 電 気 信 号 を 印 加 す る こ
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と に よ り 、 活 性 成 分 を 患 者 に 経 皮 供 給 す る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の よ う に 、 従 来 の 医 療 用 電 気 治 療 器 は 、 直 流 （ Ｄ Ｃ ） 、 交 流 （ Ａ Ｃ ） 、 脈 動 電 流 （ Ｐ Ｃ
） な ど を 活 用 し て 物 理 治 療 器 （ 高 周 波 、 中 周 波 、 低 周 波 ） な ど を 用 い て い る が 、 従 来 の 電
気 治 療 器 自 体 か ら 流 れ 出 る 陽 極 （ ＋ ） と 陰 極 （ － ） は 同 一 回 路 か ら 流 れ 出 て 互 い が 親 和 的
な 相 対 的 関 係 で あ る た め 、 人 体 を 導 体 と し て 合 線 （ な い し は 還 流 ） 作 用 を 起 こ す よ う に な
る 。 こ こ で 合 線 作 用 と は 、 親 和 的 な 関 係 に よ り 正 極 お よ び 負 極 に よ っ て 人 体 内 で 導 電 体 と
し て 惹 起 さ れ る 短 絡 作 用 の こ と を い う 。 し た が っ て 、 人 体 の 疾 病 部 位 と は 授 受 関 係 が で き
な く な り 、 電 気 の 導 体 役 割 だ け を す る よ う に な り 、 疾 病 の 原 因 物 質 は 除 去 さ れ な い 。 し た
が っ て 、 従 来 の 治 療 器 に よ っ て は 熱 や 振 動 お よ び 刺 激 に よ る 一 時 的 な 物 理 的 効 果 以 上 は 得
ら れ な く 、 却 っ て 人 体 に 危 険 を 与 え る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
一 方 、 前 記 の 如 き 問 題 点 を 解 消 す る た め に 、 最 近 、 単 極 治 療 器 が 提 示 さ れ て い る が 、 こ れ
は 電 気 の 両 極 の う ち 単 極 だ け を 用 い る た め 、 人 体 内 に 一 方 的 な 変 化 を 誘 導 し て 、 む し ろ 人
体 組 織 と 細 胞 内 に 電 位 の 不 均 衡 を も た ら す と い う 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
し た が っ て 、 従 来 の 電 気 治 療 器 ら は 疾 病 の 根 源 に な る イ オ ン の 不 均 衡 と 電 位 差 を 正 す こ と
が で き な か っ た た め 、 疾 病 治 癒 と い う 本 来 の 目 的 を 達 成 し 難 い 。 電 気 の 合 線 作 用 に よ る 電
気 的 瞬 間 シ ョ ッ ク と 身 体 組 織 の 電 気 火 傷 な ど に 因 る 副 作 用 が 発 生 し て 電 気 治 療 器 を 忌 避 す
る 現 象 ま で 有 っ た た め 、 疾 病 治 療 の 目 的 を 達 成 す る こ と が で き な い の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の よ う な 欠 点 を 解 消 す る た め に 、 本 発 明 者 ら は 韓 国 特 許 出 願 ２ ０ ０ ２ － ８ ２ ５ ７ 号 で 非
合 線 陽 極 電 気 治 療 器 を 提 案 し て い る が 、 実 際 に 使 用 し た と こ ろ 、 少 量 の 合 線 作 用 が 出 た た
め 、 よ り 安 全 に 使 用 で き る 電 気 治 療 器 の 必 要 性 が 生 じ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 非 合 線 両 極 電 気 治 療 器 を 携 帯 用 と し て も 使 用 で き る よ う に そ の 大 き さ を 縮 小 す る 必
要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 は 前 記 の 従 来 の 電 気 治 療 器 ら の 治 療 効 果 の 限 界 を 克 服 す る こ と を 目 的 と す る も の で
あ っ て 、 両 極 や 多 極 を 用 い て も 相 互 間 に 合 線 作 用 が ほ と ん ど な く 、 誰 で も 安 全 に 使 用 す る
こ と が で き 、 極 の 個 数 を 最 大 限 に 増 や し て 治 療 時 間 を 短 縮 し 治 療 効 果 を 極 大 化 す る こ と が
で き 、 人 体 組 織 と 細 胞 膜 内 と 外 に 過 多 に 偏 重 さ れ て い る 疾 病 の 原 因 物 質 で あ る 不 完 全 な 状
態 の イ オ ン ら を 結 合 し て 中 和 す る こ と に よ り 、 細 胞 内 の イ オ ン 通 路 を 活 性 化 さ せ 、 電 位 の
不 均 衡 を 調 節 し 、 疾 病 の 根 源 を 除 去 し て 疾 病 を 退 治 ・ 予 防 し て 、 人 間 の 健 康 を 増 進 さ せ る
人 体 電 位 調 節 電 気 治 療 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － ６ ６ ７ ３ ４ 号 公 報 （ 第 ３ 頁 、 第 １ 図 ）
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 １ ０ － １ ５ ５ ９ １ ６ 号 公 報 （ 第 ３ － ４ 頁 、 第 １ 図 ）
【 特 許 文 献 ３ 】
特 表 平 １ ０ － ５ ０ ５ ２ ５ ４ 号 公 報 （ 第 １ ０ － １ １ 頁 ）
【 ０ ０ １ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 人 体 電 位 調 節 電 気 治 療 器 は 、
常 用 交 流 電 源 を ブ リ ッ ジ 整 流 し て 所 定 の 直 流 電 源 を 各 回 路 部 に 供 給 す る 電 源 部 と 、 全 体 動
作 を 制 御 す る た め の Ｃ Ｐ Ｕ と 、 設 定 さ れ た 作 動 が 表 示 さ れ る 表 示 部 と 、 制 御 信 号 が 入 力 さ
れ る 制 御 部 と 、 機 器 の 動 作 開 始 時 お よ び 動 作 終 了 時 と 制 御 信 号 が 入 力 さ れ る と き に 音 を 発
す る ブ ザ ー 部 と 、 出 力 の 強 さ を 調 節 す る 出 力 調 節 部 と 、 パ ル ス 発 生 周 波 数 が 調 節 さ れ て 所
定 の 発 振 周 波 信 号 が 出 力 部 に 入 力 さ れ る パ ル ス 発 生 部 と 、 多 数 個 の 出 力 端 を 有 す る 出 力 部
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か ら な る 電 気 治 療 器 で あ り 、
前 記 出 力 部 に そ れ ぞ れ の 出 力 端 毎 に 別 個 に 設 置 さ れ た 変 圧 器 と 整 流 回 路 が 備 え ら れ て 独 立
し た ホ ー ル 極 か 出 力 さ れ 、
前 記 パ ル ス 発 生 部 に 備 え ら れ た パ ル ス 発 生 端 と 前 記 出 力 部 が 並 列 に 多 数 個 連 結 さ れ て 多 数
個 の 極 を 同 時 に 選 択 で き る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 前 記 整 流 回 路 が 全 波 ま た は 半 波 整 流 回 路 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 に お け る 人 体 電 位 調 節 電 気 治 療 器 は 、 流 出 さ れ る 陽 極 （ ＋ ） 、 陰 極 （ － ） 、 そ し て
こ れ ら 陽 極 （ ＋ ） と 陰 極 （ － ） が 同 時 に 多 数 個 適 用 さ れ る 多 極 の う ち ど の 極 性 同 士 で も 同
時 に 互 い に 接 線 さ せ た と き に 発 生 す る 合 線 を 最 小 化 し て ほ と ん ど 合 線 さ れ な い よ う 互 い に
独 立 さ れ た 整 流 回 路 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
し た が っ て 、 人 体 の 皮 膚 組 織 に 陽 極 （ ＋ ） と 陰 極 （ － ） ま た は 多 極 を 同 時 に 用 い て も 誰 で
も 安 全 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 の 治 療 器 か ら 発 生 す る 電 子 ・ 量 子 は 人 体 の 病 変 部 位 の 不 完 全 な 状 態 の イ オ ン ら と 二
性 性 相 的 に 授 受 作 用 を 行 な っ て 結 合 と 中 和 お よ び 溶 解 を 促 進 さ せ て イ オ ン 間 の 均 衡 を 保 つ
よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
不 完 全 な 状 態 の イ オ ン 間 に 均 衡 が 保 た れ る と 、 疾 病 部 位 に あ る 炎 症 性 産 物 の 溶 解 が 促 進 さ
れ 、 細 胞 と 組 織 は 正 常 的 に 再 生 さ れ る 。 延 い て は 本 発 明 の 治 療 器 か ら 発 生 す る 要 素 と 人 体
の 不 完 全 な 状 態 の イ オ ン ら が 結 合 と 中 和 さ れ る 過 程 で 瞬 間 的 な 中 和 熱 が 生 じ る が 、 そ の と
き に 殺 菌 作 用 が 起 こ る よ う に な る 。 そ の た め 人 体 自 体 の 調 節 機 能 と 免 疫 機 能 を 回 復 す る こ
と が で き 、 疾 病 を 退 治 す る こ と が で き 、 予 防 す る こ と も で き る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 人 体 電 位 調 節 電 気 治 療 器 （ 以 下 、 治 療 器 と い う ） を 詳
細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 １ は 電 源 部 １ ０ 、 Ｃ Ｐ Ｕ 　 ２ ０ 、 表 示 部 ３ ０ 、 制 御 部 ４ ０ 、 ブ ザ ー 部 ５ ０ 、 出 力 調 節 部
６ ０ 、 パ ル ス 発 生 部 ７ ０ 、 出 力 部 ８ ０ か ら な る 多 数 個 の 独 立 し た 全 波 ま た は 半 波 整 流 回 路
８ １ 、 ８ ２ を 備 え た 本 発 明 の 治 療 器 を 簡 略 に 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
前 記 電 源 部 １ ０ は 常 用 交 流 電 源 を 整 流 し て 所 定 の 直 流 電 源 を 各 回 路 部 に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
前 記 表 示 部 ３ ０ は 本 発 明 の 人 体 電 位 調 節 電 気 治 療 器 の 動 作 設 定 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
前 記 制 御 部 ４ ０ は 本 発 明 の 人 体 電 位 調 節 電 気 治 療 器 の 作 動 を 使 用 者 が 設 定 す る と そ れ に よ
る 制 御 信 号 が 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
前 記 ブ ザ ー 部 ５ ０ は 使 用 者 が 制 御 信 号 を 入 力 す る と き と 本 発 明 の 電 気 治 療 器 が 作 動 を 開 始
す る と き と 作 動 を 終 了 す る と き に 音 を 発 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
前 記 パ ル ス 発 生 部 ７ ０ は 所 定 の 発 振 周 波 信 号 を 発 し て 前 記 出 力 部 ８ ０ に 出 力 し 、 前 記 出 力
部 ８ ０ そ れ ぞ れ の 出 力 端 毎 に 個 別 的 に 備 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
前 記 出 力 部 ８ ０ は そ れ ぞ れ の 出 力 端 毎 に 変 圧 器 Ｔ １ 、 Ｔ ２ と 全 波 整 流 回 路 ８ ３ ま た は 半 波
整 流 回 路 ８ １ 、 ８ ２ を 備 え て そ れ ぞ れ 独 立 し た 出 力 回 路 を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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前 記 出 力 調 節 部 ６ ０ は 前 記 出 力 部 ８ ０ に 入 力 さ れ る 出 力 を 調 節 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
前 記 Ｃ Ｐ Ｕ 　 ２ ０ は 各 部 の 動 作 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
本 発 明 の 前 記 出 力 部 ８ ０ と パ ル ス 発 生 部 ７ ０ は 並 列 に 多 数 個 連 結 す る こ と に よ り 多 数 個 の
極 を 出 力 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ２ は 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に か か わ る パ ル ス 発 生 部 ７ ０ と 出 力 部 ８ ０ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ２ か ら 見 ら れ る 通 り 、 パ ル ス 発 生 部 ７ ０ は Ｃ Ｐ Ｕ 　 ２ ０ を 通 じ て 周 波 数 発 生 信 号 の 入 力
を 受 け る 入 力 端 子 Ｉ １ 、 Ｉ ２ 、 Ｉ ３ と 、 こ の 周 波 数 発 生 信 号 を 所 定 レ ベ ル に 増 幅 す る ア ン
プ Ｏ Ｐ １ 、 Ｏ Ｐ ２ 回 路 と 、 パ ル ス を 発 生 す る ト ラ ン ジ ス タ ー Ｑ １ 、 Ｑ ２ 回 路 か ら 構 成 さ れ
、 出 力 部 ８ ０ は 前 記 パ ル ス 発 生 部 ７ ０ の パ ル ス 発 生 端 ７ １ 、 ７ ２ か ら 出 力 さ れ る パ ル ス 信
号 の 入 力 を 受 け て こ れ を 交 流 に 変 換 す る 変 圧 器 Ｔ １ 、 Ｔ ２ と 、 変 圧 器 か ら 出 る ＋ 、 － 交 流
信 号 を 一 つ の 極 性 だ け を 有 す る 信 号 に 変 換 さ せ る 半 波 整 流 回 路 ８ １ 、 ８ ２ と 、 人 体 に 適 用
す る よ う に 信 号 が 出 力 さ れ る 出 力 端 子 Ｏ Ｕ Ｔ １ 、 Ｏ Ｕ Ｔ ２ か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
詳 細 に は 、 参 照 符 号 Ｖ ｃ ｃ は 電 源 部 １ ０ か ら 入 力 さ れ る 基 本 電 圧 で あ り 、 参 照 符 号 Ｖ ｃ ｏ
ｎ ／ ｏ ｕ ｔ は 出 力 調 節 部 ６ ０ か ら パ ル ス 発 生 部 ７ ０ に 入 力 さ れ る 出 力 調 節 電 圧 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
入 力 端 子 Ｉ １ 、 Ｉ ２ 、 Ｉ ３ へ Ｃ Ｐ Ｕ ２ ０ の 発 す る 周 波 数 発 生 信 号 が 入 力 さ れ る と 、 こ の 周
波 数 発 生 信 号 は パ ル ス 発 生 端 ７ １ 、 ７ ２ の ア ン プ Ｏ Ｐ １ 、 Ｏ Ｐ ２ 回 路 を 通 じ て 所 定 レ ベ ル
に 増 幅 さ れ る 。 こ の 信 号 を 正 確 に 動 作 さ せ る た め に 、 一 定 幅 に ト リ ガ ー さ れ る ト リ ガ ー 回
路 Ｕ １ が ア ン プ Ｏ Ｐ １ 、 Ｏ Ｐ ２ と 連 結 さ れ る 。 こ こ で 、 参 照 符 号 Ｒ １ 、 Ｒ ２ 、 Ｒ ３ 、 Ｒ ４
、 Ｒ ７ 、 Ｒ ８ 、 Ｒ ９ は 、 入 力 電 圧 の 大 き さ を 調 節 す る た め の 抵 抗 で あ り 、 参 照 符 号 Ｃ １ は
ト リ ガ ー 回 路 Ｕ １ に 備 え ら れ る コ ン デ ン サ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ア ン プ （ な い し は 増 幅 器 ） Ｏ Ｐ １ に 連 結 さ れ る コ ン デ ン サ Ｃ ２ は 、 ト ラ ン ジ ス タ ー Ｑ １ と
ト ラ ン ジ ス タ ー Ｑ ２ に 入 力 さ れ る 信 号 が そ れ ぞ れ 異 な る よ う 変 造 さ れ 、 抵 抗 Ｒ ６ 、 Ｒ １ ０
は ト ラ ン ジ ス タ ー Ｑ １ 、 Ｑ ２ に 入 力 さ れ る 信 号 の 大 き さ を 減 ら し て ト ラ ン ジ ス タ ー Ｑ １ 、
Ｑ ２ の 入 力 範 囲 を 越 え な い よ う に す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ダ イ オ ー ド Ｄ １ お よ び Ｄ ２ は 、 過 負 荷 が 印 加 さ れ る と き 回 路 を 保 護 す る た め に 備 え ら れ 、
抵 抗 Ｒ １ ２ 、 Ｒ １ ４ は 出 力 電 圧 を 加 減 す る た め に 備 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 実 施 の 形 態 に か か わ る 治 療 器 の 動 作 を 説 明 す る と つ ぎ の と お り で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま ず 、 Ｃ Ｐ Ｕ 　 ２ ０ か ら 入 力 端 子 Ｉ １ 、 Ｉ ２ 、 Ｉ ３ に 周 波 数 発 生 信 号 が 入 力 さ れ る と 、 こ
の 周 波 数 発 生 信 号 は パ ル ス 発 生 端 ７ １ 、 ７ ２ の ア ン プ Ｏ Ｐ １ 、 Ｏ Ｐ ２ 回 路 を 通 じ て 所 定 の
レ ベ ル に 増 幅 さ れ た の ち 、 ト ラ ン ジ ス タ ー Ｑ １ 、 Ｑ ２ に 入 力 さ れ る 。 こ の 信 号 の 電 位 が ト
ラ ン ジ ス タ ー Ｑ １ 、 Ｑ ２ が 動 作 す る た め の 最 小 電 位 以 上 の 電 圧 で あ る と き ト ラ ン ジ ス タ ー
Ｑ １ 、 Ｑ ２ が 「 オ ン 」 に な り 、 当 該 最 小 電 位 以 下 で あ る と き ト ラ ン ジ ス タ ー Ｑ １ 、 Ｑ ２ は
「 オ フ 」 に な る 。 こ の ト ラ ン ジ ス タ ー Ｑ １ 、 Ｑ ２ の オ ン ・ オ フ 動 作 に よ り パ ル ス が 発 生 し
、 発 生 し た パ ル ス の 大 き さ は 出 力 調 節 電 圧 Ｖ ｃ ｏ ｎ ／ ｏ ｕ ｔ の 大 き さ に よ り 調 節 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
発 生 さ れ た パ ル ス は 変 圧 器 Ｔ １ 、 Ｔ ２ に 入 力 さ れ て 交 流 信 号 に 変 換 さ れ 、 互 い に 影 響 を 与
え な い 独 立 さ れ た 回 路 で 動 作 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
変 圧 器 Ｔ １ は ＋ で あ る と き に 動 作 す る 半 波 整 流 回 路 ８ １ を 備 え て ＋ 半 波 交 流 信 号 を 出 力 端
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子 Ｏ Ｕ Ｔ １ に 出 力 し 、 変 圧 器 Ｔ ２ は － で あ る と き に 動 作 す る 半 波 整 流 回 路 ８ ２ を 備 え て －
半 波 交 流 信 号 を 出 力 端 子 Ｏ Ｕ Ｔ ２ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
し た が っ て 、 出 力 部 ８ ０ は そ れ ぞ れ の 変 圧 器 Ｔ １ 、 Ｔ ２ 毎 に そ れ ぞ れ の 半 波 整 流 回 路 ８ １
、 ８ ２ を 備 え て そ れ ぞ れ の 出 力 信 号 を 単 極 Ｏ Ｕ Ｔ １ 、 Ｏ Ｕ Ｔ ２ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
図 ３ は 本 発 明 に よ る 全 波 整 流 回 路 ８ ３ を 備 え た 出 力 部 ８ ０ の 一 実 施 の 形 態 で あ っ て 、 全 波
整 流 回 路 ８ ３ の 出 力 電 圧 を 調 節 し て 本 発 明 の 人 体 電 位 調 節 電 気 治 療 器 に 適 用 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
パ ル ス 発 生 部 ７ ０ の パ ル ス 発 生 端 ７ １ 、 ７ ２ か ら 出 力 さ れ る 信 号 の 入 力 を 受 け る 入 力 端 子
Ｉ ４ に 信 号 が 入 力 さ れ 、 変 圧 器 Ｔ ３ を 経 て ダ イ オ ー ド Ｄ ５ 、 Ｄ ６ と 抵 抗 Ｒ １ ５ を 通 じ て ＋
全 波 整 流 信 号 が 出 力 端 子 Ｏ Ｕ Ｔ ３ に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
－ 全 波 整 流 回 路 は 簡 単 に ダ イ オ ー ド の 入 出 力 方 向 を 変 え て 具 現 す る こ と が で き る た め 省 略
す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
前 記 実 施 例 で は 半 波 整 流 回 路 ８ １ 、 ８ ２ を 備 え て ＋ 極 と － 極 を 出 力 す る 出 力 部 ８ ０ を 例 に
あ げ た が 、 使 用 に よ っ て は 全 波 整 流 回 路 を 利 用 す る こ と が で き 、 （ ＋ 、 ＋ ） や （ － 、 － ）
極 を 出 力 す る 両 極 の 出 力 部 ８ ０ を 備 え る こ と が で き 、 ま た 、 変 圧 器 と 整 流 回 路 を 含 む 出 力
端 を 多 数 個 並 列 に 連 結 し て 多 極 （ ＋ 、 － 、 ＋ 、 － 、 ＋ な ど ） 出 力 を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
叙 上 の と お り 、 本 発 明 は そ れ ぞ れ の 出 力 端 毎 に パ ル ス 発 生 部 と 変 圧 器 を 備 え て 出 力 端 に 全
波 ま た は 半 波 整 流 回 路 を 構 成 す る こ と に よ り 生 じ る 両 極 の 時 間 差 お よ び 波 形 の 変 化 を 利 用
し て 、 従 来 の 電 気 治 療 器 で 期 待 さ れ た 物 理 的 効 果 だ け で な く 、 合 線 に 因 る 危 険 を 除 去 す る
こ と が で き 、 両 極 を 用 い て 電 位 造 成 の 不 均 衡 に よ り 引 き 起 こ さ れ る 発 病 要 素 を 除 去 し 、 正
常 で な い 部 位 （ 患 部 ） に 必 要 に よ っ て 両 極 ま た は 多 極 を 選 択 す る こ と が で き る た め 、 部 位
別 ・ 疾 患 別 の 治 療 効 果 を 極 大 化 さ せ る こ と が で き る 。 言 い 換 え れ ば 、 使 用 量 に よ っ て 家 庭
で は 出 力 極 個 数 が 二 つ の 独 立 し た 人 体 電 位 調 節 電 気 治 療 器 を 使 用 す る こ と が で き 、 病 院 の
よ う に 必 要 使 用 量 が 多 い 所 の 場 合 、 出 力 極 の 個 数 が 二 つ 以 上 の 人 体 電 位 調 節 電 気 治 療 器 を
使 用 し て 多 数 の 患 者 を 同 時 に 治 療 し 、 一 人 の 患 者 で あ っ て も 疾 患 の 諸 部 分 を 同 時 に 治 療 す
る こ と が で き る の で 、 従 来 の 治 療 時 間 を 数 倍 短 縮 さ せ る こ と が で き 、 回 路 の 大 き さ を 縮 小
し て 携 帯 用 に も 具 現 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に か か わ る 人 体 電 位 調 節 電 気 治 療 器 の 概 略 を 示 す ブ ロ ッ ク
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 か か わ る パ ル ス 発 生 部 と 出 力 部 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に か か わ る 全 波 整 流 回 路 を 備 え た 出 力 部 の 回 路 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 電 源 部
２ ０ 　 Ｃ Ｐ Ｕ
３ ０ 　 表 示 部
４ ０ 　 制 御 部
５ ０ 　 ブ ザ ー 部
６ ０ 　 出 力 調 節 部
７ ０ 　 パ ル ス 発 生 部
７ １ 、 ７ ２ 　 パ ル ス 発 生 端
８ ０ 　 出 力 部
８ １ 、 ８ ２ 　 半 波 整 流 回 路
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８ ３ 　 全 波 整 流 回 路

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

(8) JP 2004-181201 A 2004.7.2



フロントページの続き

(74)代理人  100117123
            弁理士　田中　弘
(72)発明者  韓　鶴子
            大韓民国ソウル市龍山區▲青▼坡洞１街７２－２番地
(72)発明者  趙　晶淳
            大韓民国ソウル市西大門區弘恩洞４５４番地３８／１　弘恩極東アパート１０１－９０４
Ｆターム(参考) 4C053 JJ01  JJ13  JJ22 

(9) JP 2004-181201 A 2004.7.2


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

